
地域経営部会

立ち位置を変える。一歩踏み出す。

（一社）地域経営推進センター 主催 / 早稲田大学マニフェスト研究所監修

2025年度ご案内

地方創生時代の地域経営に貢献する自治体の組織づくりや人材育成

を目的とした「人材マネジメント部会」を2005年に発足させ、2024年度

からは「地域経営部会」と改称して自律・自立した地域をつくるために延べ

189の自治体とともに活動してまいりました。

当部会が大切にしてきたキーワード「立ち位置を変える」「一歩踏み出す」

をベースにしながら、2025年度からは現場の課題解決により焦点を当

てた新たなプログラムを始動させます。

現場へ脚を運び、住民と対話し、専門家などの協力を得て、問題の本質

を突き止め、活発な議論を行い、新たな技術等も活用しながら、課題解

決に切り込んでいきます。

2025年度からの部会では、課題解決のアプローチと成功体験を糧に、

「言い出しっぺが損をする」「どうせ言っても変わらない」といった諦め感

や閉塞感を打破し、自治体組織が真に課題解決に結びつく活動をして

いる姿になるよう、強力に伴走支援してまいります。

代表理事　中村　健 （元徳島県川島町長）

一般社団法人地域経営推進センターは、早稲田大学マニ
フェスト研究所の活動支援を担っています。理論（早稲田
大学マニフェスト研究所）と実践（一般社団法人地域経営
推進センター）の両輪で取り組みを推進します。なお、ご契
約は一般社団法人地域経営推進センターとなります。

成果実現コンサルコース成果実現コンサルコース
このコースでは、地域経営部会が目指す自治体組織のあるべき姿に近づくため、ドラスティックな変革を成果とします。このコースでは、地域経営部会が目指す自治体組織のあるべき姿に近づくため、ドラスティックな変革を成果とします。

［実績］長野県高森町、千葉県鋸南町、熊本県熊本市、北海道苫小牧市［実績］長野県高森町、千葉県鋸南町、熊本県熊本市、北海道苫小牧市
負担金：100万円（＋税）～ ※内容により要相談負担金：100万円（＋税）～ ※内容により要相談

〒162-0041 東京都新宿区早稲田鶴巻町517-1ドラード早稲田402
Tel.03-6709-6739 / Fax.03-6709-6752 / Mail. mani@maniken.jp
Website. https://chiikikeieibukai.maniken.online/

まずは説明会にご参加ください

12.04[水]12:00～13:00@zoom 12.09[月]13:00～14:00@zoom 12.11[水]16:00～17:00@zoom

お申し込みが必要です（WEBより）。
説明会参加は必須ではありません。いつでもお気軽にお問い合わせください。

（一社）地域経営推進センター 主催 / 早稲田大学マニフェスト研究所監修

私 たち が お 手 伝 い すること私 たち が お 手 伝 い すること

庁議に参加します
会議の活性化、「詰まり」の打破に向けて
「第三者」の視点を存分に活用します
会議の活性化、「詰まり」の打破に向けて
「第三者」の視点を存分に活用します

組織におけるビジョンとゴールを明確にします
客観的な視点、早稲田大学マニフェスト研究所
が持つ豊富なネットワークと蓄積されたノウ
ハウを存分に活用します

客観的な視点、早稲田大学マニフェスト研究所
が持つ豊富なネットワークと蓄積されたノウ
ハウを存分に活用します

技術を駆使して個人の特性を「見える化」します
ＨＱプロファイル（ヒューマンスキルを可視化
できるアセスメントツール）で職員個人の結果
から「組織の現状」を可視化します

ＨＱプロファイル（ヒューマンスキルを可視化
できるアセスメントツール）で職員個人の結果
から「組織の現状」を可視化します
変革のためのアプローチ方法を一緒になって考えます
職員に個別ヒアリングをして動機付けを行います
変革のためのシナリオを実践、評価、検証のサイクルを
着実に回します

変革のためのアプローチ方法を一緒になって考えます
職員に個別ヒアリングをして動機付けを行います
変革のためのシナリオを実践、評価、検証のサイクルを
着実に回します

参 加 条 件参 加 条 件

成果にこだわるため、参加条件を定めています成果にこだわるため、参加条件を定めています

組織全体
首長と職員が一体となり変革に取り組めるよう、第三者が
ファシリテーターとして入っていき、傾聴、対話を通し、実践
することを受け入れる状況である
首長のコミットメント
組織の体制や制度、予算、計画、人事などを柔軟に対応し、
変革を進めていくコミットができる
経営層・幹部職員
首長の意向を実現するために、各ポジションにおき慣例を
打破することができる

組織全体
首長と職員が一体となり変革に取り組めるよう、第三者が
ファシリテーターとして入っていき、傾聴、対話を通し、実践
することを受け入れる状況である
首長のコミットメント
組織の体制や制度、予算、計画、人事などを柔軟に対応し、
変革を進めていくコミットができる
経営層・幹部職員
首長の意向を実現するために、各ポジションにおき慣例を
打破することができる

ご提案

お見積 依頼書
FAX. 03-6709-6752

自治体名

ご住所 〒

部署名

御担当者様氏名

電話番号

メールアドレス

お見積内容 □ 地域経営部会　□成果実現コンサルコース

お見積書を発行し、原則メールにてデータを送付します。
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　これまで部会に参加いただいた自治体（前身の人材マネジメント部会から）　これまで部会に参加いただいた自治体（前身の人材マネジメント部会から）



※下記は一例です。個別に相談応じます。

③東京
最終プラン、
実践結果の発表

1.5日※

交流会
同じ悩みをもつ
他自治体との交流

組織内で良い提案が中々出てこない。出たとしても部門間の押し付け合いで止まってしまう。
時代にあっていない条例や規則が見直しされてない。それらに疑問を持たず漫然と事務が執行されている。
会議で疑義を発言したくても発言することを暗に認めない、あるいは発言することを諦めてしまう組織風土がある。

組織内で良い提案が中々出てこない。出たとしても部門間の押し付け合いで止まってしまう。
時代にあっていない条例や規則が見直しされてない。それらに疑問を持たず漫然と事務が執行されている。
会議で疑義を発言したくても発言することを暗に認めない、あるいは発言することを諦めてしまう組織風土がある。

私たちが解決したい組織内の諦め感・閉塞感

12月11月10月９月８月 １月 ２月 ３月４月 ５月 ６月 ７月
①東京

課題の明確化
目標設定を行う

1.5日※ ①zoom
個別支援

1時間

交流会
同じ悩みをもつ
他自治体との交流

②東京
進捗共有と
戦略の練り上げ

1.5日※ ②zoom 1時間

交流会
同じ悩みをもつ
他自治体との交流

東京開催の際の旅費（交通費・宿泊費）の計上、交通手段・宿泊場所の手配は各自お願い致します。

オンライン開催にあたって機器・通信環境による参加不可が生じないよう接続試行等事務局にて支援致します。

最少催行人員は50自治体です。50に達しない場合、開催しない場合があります。

課題を設定し、実行する各ポイントで伴走支援
短期目標（3か月～半年程度）と中期・長期目標（3年～5年程度）を立てます。
短期目標は、プランをすぐに実行し、1年間の期間内に実行⇔検証⇔プラン修正を
繰り返していき、目標達成により成功体験を積みます。成功体験をモチベーション
に、次なる挑戦に繋げます。
中期・長期目標は、一年かけて様々なジャンルの関係者を巻き込みながらプラン
実行の土台を作っていきます。年度末に固まったプランを首長など経営層にプレ
ゼンし、翌年度からの実行を目指します。

予め課題を組織で設定し、その課題解決に必要なメンバーを選抜し、その解決に
挑みます。
メンバーを自薦・他薦で募り、集まったメンバーが課題を設定し、その解決に挑み
ます。
地域おこし協力隊や地域の事業者、NPOに所属する人など、多種多様なメンバー
による連携も想定されます。

部会に派遣するメンバーの選抜方法（3～5名を想定）

組織の“詰まり”を解決する

何に困っているのか？何に困っているのか？
54.7%
次を担う中堅・若手
の退職増加

次を担う中堅・若手
の退職増加

私たちの調査から明らかになった現場の課題私たちの調査から明らかになった現場の課題

早稲田大学マニフェスト研究所「組織人材マネジメント調査2024」（652自治体から回答）
設問46「その他の人材マネジメントに関する以下の問題・課題について、当てはまるもの５つまで選んでください。」（n=614）

早稲田大学マニフェスト研究所「組織人材マネジメント調査2024」（652自治体から回答）
設問46「その他の人材マネジメントに関する以下の問題・課題について、当てはまるもの５つまで選んでください。」（n=614）

54.1%
業務のスクラップ＆
ビルドが進まない
業務のスクラップ＆
ビルドが進まない

47.7%
役職定年により降任と
なった職員の配置
役職定年により降任と
なった職員の配置

年間スケジュール [予定] ※東京開催の時間 1日目：13:00～18:00　終了後交流会
  2日目：09:00～16:30 参加フロー

開始（4月）参加者人選課題設定入金参加決定・申込お見積もり説明会参加

参加にあたっての諸注意 参加負担金

40万円
＋消費税（10%）／１自治体

市役所Aの場合市役所Aの場合

変えた
実践例
変えた
実践例

「片付け」を切り口に
現場を変えた好事例

・・・

部 会 で 設 定 する 短 期 目 標（ 課 題 ）の 例部 会 で 設 定 する 短 期 目 標（ 課 題 ）の 例

充満していた「諦め感」

「工夫」で効果を発揮。「やればできる」を体感

資料や段ボール箱などの物が多く手狭な職場。会議スペースも足りないという不満を皆が
持っていた。
片付けをすればスペースを作ることができるが「言い出しっぺが損をする」という意識がは
たらき誰も言わない、誰も取りかからないという雰囲気が充満。

そんな職場に各課対抗の運動会方式で片付け大会を開催。
各職場で創意工夫しながら職員が一丸となってきれいな職場を実現。結果、広々としたスペ
ース、増えた会議スペース、そこからコミュニケーションが生まれるという効果も発生。
「言い出しっぺが損をする」という組織内の“詰まり”が解消された。

効果は波及。窓口の待ち時間短縮を実現

縦割り型窓口では、何ヶ所も回って手続きしなければならず、住民からの苦情が殺到。
「やればできる」「やったら変わった」という成功体験を糧に、窓口に関係する係が全員集まっ
て対応策を協議し実施した。
結果、従来の3分の1以下の待ち時間で処理できる様になった。
この市役所では、「誰のため、何のため」から考えるという風土が浸透し始めている。

地域経営部会のイメージ

首長・経営層・所属部署の理解と応援

人事課（派遣元）
部会に職員を派遣

参加者（チーム３～5名）
組織の「詰まり」課題を持ち寄る

部会
課題解決を伴走支援

成果を最大に発揮するためには首長や経営層、所属部署の
皆さまの積極的な関わりが重要な要素になります。

リアル・オンラインを組み合せて、首長
の皆様との対話を大切にしています。
（2 0 2 3年 7月2 0日特別セッション後の
首長との対談の様子）

地域経営部会の位置付け
実践研究の場です。未来の人材を育成させ
るための「投資」として位置付けてください。
※参加者を単なる「研修」と考え送り込まな
いという意識の共有をお願いしています。

具体的な課題解決にアプローチ
問題の真因まで探究し、そこにどのようにメスを入れていく
のかをリアルな現場の実態の中で動かしながら考え実践し
ていくプログラムです。

問題の真因まで探究し、そこにどのようにメスを入れていく
のかをリアルな現場の実態の中で動かしながら考え実践し
ていくプログラムです。

2025年度プログラムの特徴は2025年度プログラムの特徴は

自治体ごとに
支援策を考える

個別支援
自治体ごとに
支援策を考える


